
 

 
                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初参加 13 名を含む 35 名で行いました。 

〈参加職種：医師・看護師・保健師・薬剤師・社会福祉士・介護支援専門員・行政など〉。 

・ 

 

・行政と警察近いようで遠い存在であるのに協定を結ばれてすごいなと思う。 

・警察署によっても活動に差があるのでは？ 

・ほんわかネットワーク捜査依頼メールに写真があれば探しやすいのだろうけど家族 

の方の理解が得られないのか？ 

・高齢者がメールを使えるのか？メール登録者を増やす課題も。 

・近所の目を気にする住民もいる。家族の認知症を隠したい人もいる。 

・運転免許証返納をすれば外出の機会が減り、高齢者のコミュニュケーションが減る 

メリットがあるように交通手段などの案内をしてほしい。 

・不審者情報などほかのネットワークともつながればいい。 

・外来に来られた時は（認知症が）わからないしうまく返答されることが多い。 

 家族の話なども聞かないとわからない。 

・彦根市も同じようなメール通知システムはある。米原市は有線放送スピーカー。 

・長浜市の小中学校でサポーター養成講座が開かれている。 

 

「日頃から顔の見える関係は緊急の場合特に心強い」 

 

長浜オレンジプラン         

   地域ぐるみで認知症を支える仕組みをつくり、 

認知症になっても安心して暮らせるまちづくり 

平素は、「医療福祉・在宅看取りの地域創造会議」へのご理解・ご協力ありがとうございます。 

夏真っ盛りですね。洗濯物がカラッと乾くのはうれしいですが、強い日差しとゲリラ雷雨がこわい夏でもあります。だんだん雲行きが怪しくなってというより 

突然大粒の雨がザバーと降ってきたり 突然近くで雷が落ちるような・・・そんな夏ですね。でも最近はアプリの「雨雲レーダー」など優秀なものもいろいろ

出ているので予測して、なるべく濡れないように、せっかく乾いた洗濯物を濡らさないようにしたいものですね。 

雨雲が何@分後に 

 

 

 

 

 

 

2010 年のドイツ年間ゲーム大賞を受賞し、世界中にコミュニケーション・ボードゲームのブームを巻き起こした。 

「DiXit」とは、ラテン語で「（彼が）言う」の意味で、フランスでは根拠なき主張を揶揄するときに使う言葉。 

簡単なルールで、メルヘンチックなカードイラストと、かわいいウサギコマを使って老若男女で楽しく遊べる 

  

 

 

出典 

sgrk.blog53.fc2.com 
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次第 

☆18：30～ あいさつ 

18：35～ 自己紹介 

18：45～ テーマ 

「認知症高齢者等の支援活動のための警察と 

地域包括支援センターの連携取り組みについて」 

        グループワーク・発表 

話題提供者 長浜警察署生活安全課 佐倉幸男氏 

長浜市高齢福祉介護課 勅使河原弘美氏   

     

 

発表を聞いての感想、気づいたこと など 

日 時  平成２９年８月２７日（日） 13 時～16 時 55 分  

場 所  ピアザ淡海 大会議室 

    

（１）平成２８年度事業報告・決算報告／ 

平成２９年度事業計画(案)・収支予算(案) 

（２）［基調講演］ 

「(仮)これからの包括的支援を展望する～滋賀における「我が事・丸

ごとの地域共生社会の実現に向けて～」 

      講師：同志社大学 社会学部 社会福祉学科 准教授 

           博士（社会福祉学） 永田 祐氏 

（３）［シンポジウム］『「我が事・丸ごと」地域づくりの取り組みから』 

  シンポジスト 

・久堀 真紀子さん[多賀町]  

訪問ボランティアナースの会 キャンナス滋賀犬上代表 

浄土真宗本願寺派浄信寺 僧侶 

養育里親認定者 

 ・中嶋 光代さん[近江八幡市]（沖島診療所） 

 ・谷 仙一郎さん[高島市]（ＮＰＯ法人元気な仲間 代表理事） 

（４）[意見交換会]「（仮）地域共生社会の実現のために 

滋賀の医療福祉を守り育てる県民フォーラム 

11 月 12 日(日) ＰＭ       Ｇ－ＮＥＴしが(近江八幡) 

●講師：金子稚子さん（終活ジャーナリスト） 

●啓発劇：テーマ「ダブルケア（介護）」 

 

長浜での２年ぶりの開催。初参加の方も多いワーキンググループになりました。

長浜の地域性を生かした取り組みと、長浜警察署の方の心温かな活動の様子を時

にユーモアを交えながら話してくださり、話に引き込まれました。 

湖北地域の特性を生かした活動を知ることで、自分の地域では、県全体ではと考

えるきっかけをもらえたような気がします。 

医療福祉・在宅看取りの地域創造会議運営事務局 

(滋賀県庁 医療福祉推進課内)  

貝沼・橋本 

TEL077-528-3529  FAX:077-528-4851 

E-mail:info@chiikisouzoukaigi-shiga.jp 

 

 

 

 

第 58 回ワーキンググループ会議 

彦根市立病院 NST との合同合宿 

日時： 9 月 29 日（金）19：00～9 月 30 日（土）13：00頃 

場所：高取山ふれあい公園 

   ９月３０日のみの参加も可能です。 

 参加希望の方はメールでお申し込みください 

 （詳しくは添付のチラシをご覧ください） 


